
・南留萌管内の水田ほ場で葉いもちの初発を確認しまし
た。

・管内の水田では出穂が始まり、いもち病の基幹防除の
時期（出穂期）になります。

・まだ、防除を実施していないほ場では、速やかに薬剤
防除を実施しましょう。

・沢沿いや木の陰、生育が過繁茂になっている水田は、
いもち病が発生しやすくなります、発生が見られる場
合は、必要に応じて追加防除を実施しましょう。

・南留萌管内の水稲の生育は、平年より２日進んでいま
す。
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◎BLASTAM（ブラスタム）による葉いもち感染好適条件
南留萌管内のアメダス地点における７月11日以降の葉いもち感

染好適条件に到達した日は下記のとおりです。

■達布 ７月11～12日●、７月12～13日●、７月16～17●
■留萌 好適条件、準好適条件なし
■幌糠 ７月11～12日●、７月12～13日●、７月13～14●

７月15～16日●、７月24～25日●

※●は好適条件、○は準好適条件です。

好適条件、に達した日からおよそ１週間後に葉いもち病の発生
が見られる可能性があります。


